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１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

(当期の経営成績)

〔連結業績〕

する当期純利益

〔個別業績〕

(次期の見通し)

〔連結業績見通し〕

する当期純利益

〔個別業績見通し〕

（２）財政状態に関する分析

(資産、負債、純資産の状況)

営業利益　　　　　　 46億円　　　（前期比    1.4％増）
経常利益　　　　　　 48億円　　　（前期比    2.9％増）
親会社株主に帰属　   34億円　　　（前期比    8.3％増）

売上高　　　　　　　469億円      （前期比    3.0％増）
営業利益　　　　　　 45億40百万円（前期比  　2.0％増）
経常利益　　　　　　 47億80百万円（前期比    2.1％増）
当期純利益　　　　   33億80百万円（前期比    4.6％増）

売上高　　　　　　　455億39百万円（前期比　  5.6％増）
営業利益　　　　　　 44億51百万円（前期比　  8.5％増）
経常利益　　　　　　 46億83百万円（前期比　  7.4％増）
当期純利益　 　　　  32億32百万円（前期比　 18.1％増）

今後の見通しとしては、景気の緩やかな回復が見込まれるものの、公共投資の減少や労務費・材料費
の高止まりが懸念されるなど厳しい状況も予想されるため、当社グループは受注を確保し電気・空調管
など既存事業の更なる深掘りや周辺分野への事業領域の拡大を図り、工事原価の低減及び業務の効率化
を進めることにより業績の向上に努めます。

売上高　　　　　　　470億円      （前期比    3.1％増）

当期におけるわが国経済は、個人消費の伸び悩みや新興国経済の減速による影響がみられたものの、
企業収益や雇用・所得環境が改善するなど、景気は緩やかに回復しました。

このような状況のなか、当社グループは受注高・売上高を確保するため、全社を挙げて積極的な営業
活動を展開し、また、工事原価管理の徹底と経営全般の効率化に努めたことなどにより、当期の業績は
次のとおりとなりました。

売上高　　　　　　　455億86百万円（前期比　  5.6％増）
営業利益　　　　　　 45億36百万円（前期比　  8.0％増）
経常利益　　　　　　 46億62百万円（前期比　  6.5％増）
親会社株主に帰属　   31億40百万円（前期比　 14.6％増）

建設業界においては、公共投資は減少傾向にあるものの高水準を維持し、民間設備投資は増加傾向に
あるなど好調な受注環境が続く一方、人手不足による受注見送りや建設需要の拡大に伴う労務費・資材
費の高止まりなどから建設コストの上昇が続くなど、受注・価格競争が厳しい状況で終始いたしまし
た。

当連結会計年度末の総資産額は、409億99百万円となり、前連結会計年度末と比べ21億16百万円の増
加となりました。これは現金預金の増加（12億12百万円）などによるものです。

負債総額は、157億31百万円となり、前連結会計年度末と比べ6億98百万円の減少となりました。これ
は工事未払金の減少（10億84百万円）などによるものです。

純資産総額は、252億67百万円となり、前連結会計年度末と比べ28億15百万円の増加となりました。
これは、利益剰余金の増加（28億60百万円）などによるものです。
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(キャッシュ・フローの状況)

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産
時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー
インタレスト・ガバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い
（注1）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。
（注2）株式時価総額は期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しています。
（注3）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

平成26年3月期

53.1

27.3

　自己資本比率（％）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益47億31百万円に対して、仕入債
務の減少などにより、25億45百万円の資金増加となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払やファイナンス・リース債務の返済による
支出などにより、5億69百万円の資金減少となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却による収入があったものの、設備投
資などにより、7億63百万円の資金減少となりました。

平成28年3月期

61.6

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ12億12百万円増加し、
115億13百万円となりました。

　時価ベースの自己資本比率（％） 41.8

平成27年3月期

50.4

57.7

1.1
　キャッシュ・フロー
　対有利子負債比率（年）

　インタレスト・ガバレッジ・
　レシオ（倍）

393.4 297.4

（注4）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象
　　　 としています。

63.0

0.1 0.2
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２．企業集団の状況

〔設備工事業〕
・電力設備工事

・電気工事及び空調管工事

〔その他の事業〕
・不動産賃貸等

事業の系統図は次のとおりであります。

　ホッコー商事㈱は不動産賃貸等を行っております。

当社グループは、当社、親会社１社及び子会社１社で構成され、設備工事業を主な事業の内容としてお
ります。
　当社グループの事業に係る位置付け及び事業内容は次のとおりであります。

　当社は親会社である北陸電力㈱から配電設備等の電力供給設備に係わる電気工事を請負施工しておりま
す。

　当社は電力設備工事以外の電気工事、電気通信工事、管工事、水道施設工事、消防施設工事及び土木工
事を請負施工しております。

北陸電力(株) [親会社] その他の得意先

お客さまお客さまお客さまお客さま

工事の 施工

北陸電気工事(株) [当社]

設備工事業

 不動産 賃貸等

ホッコー商事(株)

その他の事業(連結子会社)
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

① 複雑なことはしない。正しい取引を貫き、シンプルに生きる。
② 明るく公平な職場で、一生懸命働き、お客さまから信用を得る。
③ 仕事を通して社会の発展に貢献し、健康で幸せな人生を目指す。

（２）中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方
当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、国内でのＩＦＲＳの採用動向

を検討した結果、当面は日本基準に基づき連結財務諸表を作成する方針です。

このような状況のなか「受注の確保」を最優先課題に、主力の電気・空調管工事に加え、相乗効果が期
待できる再生可能エネルギー・省エネなどの周辺分野へ事業領域の拡大を目指すものとし、そのために人
材の育成を図り、技術提案力を高め、新規顧客の開拓に努めてまいります。

さらに、価格競争の激化に伴い受注価格の引き下げを余儀なくされているなかにあって、現場生産性の
向上や徹底的なコストの削減に取り組み、利益を創出できる体制を目指してまいります。

当社グループは、お客さまの期待に対し真摯に向き合い、常に最高の技術と品質で応えることが会社発
展の基礎であるとの考えから、次の３項目を経営理念として掲げております。

また、社会やお客さまからの信用を高めるため、建設業の原点である安全と品質の確保を徹底するとと
もに、法令・社会規範の遵守に努め、当社グループの持てる力を存分に発揮し地域に貢献してまいりま
す。

公共投資は減少傾向にあるものの高水準を維持し、民間設備投資は持ち直しの動きがみられますが、当
社グループにおいては、人手不足や資材費の高止まりが懸念されるなど、先行き不透明で厳しい事業環境
が続くことが予想されます。
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

　(継続企業の前提に関する注記)
　該当事項はありません。

　(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)
　１．連結の範囲に関する事項

全ての子会社を連結しております。
連結子会社の数
　1社
連結子会社の名称
　ホッコー商事㈱

　２．持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

　(会計方針の変更)

　(セグメント情報等)
【セグメント情報等】

【関連情報】
　前連結会計年度(自 平成26年４月１日　至 平成27年３月31日)
１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報
(1)売上高
　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載しておりません。

(2)有形固定資産
　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載しておりません。

３．主要な顧客ごとの情報
単位：百万円

　当連結会計年度(自 平成27年４月１日　至 平成28年３月31日)
１．製品及びサービスごとの情報

２．地域ごとの情報
(1)売上高
　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載しておりません。

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるた
め、記載を省略しております。

関連するセグメント名
　北陸電力㈱

顧客の名称又は氏名
14,785 　設備工事業・その他

　前連結会計年度(自 平成26年４月１日　至 平成27年３月31日)及び当連結会計年度(自 平成27年４月１
日　至 平成28年３月31日)

　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年９月13日。)、「連結財務諸表に関する
会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。)、及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会
計基準第７号 平成25年９月13日。)等を当連結会計年度から適用し、当期純利益等の表示の変更を行っ
ております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については連結財務諸表の組替えを行っ
ております。

当社グループの報告セグメントは、その他の事業は重要性が乏しいことから設備工事業のみであるた
め、記載を省略しております。

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるた
め、記載を省略しております。

売上高
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(2)有形固定資産
　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載しておりません。

３．主要な顧客ごとの情報
単位：百万円

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】
　前連結会計年度(自 平成26年４月１日　至 平成27年３月31日)

単位：百万円

　当連結会計年度(自 平成27年４月１日　至 平成28年３月31日)
単位：百万円

　(１株当たり情報)

　１株当たり純資産額
　１株当たり当期純利益金額

　　2.１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）
　普通株主に帰属しない金額（百万円）

　普通株式の期中平均株式数（千株）

　(重要な後発事象)
該当事項はありません。

　減損損失

－

(注)1.潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

 (自 平成26年４月１日
　 至 平成27年３月31日)

962.21円

3,140

　 至 平成28年３月31日)
1,083.14円
134.60円

せん。

 (自 平成27年４月１日
　 至 平成28年３月31日)

前連結会計年度
 (自 平成26年４月１日

117.38円

23,329

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名
　北陸電力㈱ 15,187

当連結会計年度

3,140

 (自 平成27年４月１日

合計

設備工事業 合計

　設備工事業・その他

23,345

　 至 平成27年３月31日)
2,740

－

2,740

42 42

2 2

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
  当期純利益（百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度

　減損損失
設備工事業

北陸電気工事㈱　(１９３０)　平成28年3月期　決算短信

13



北陸電気工事㈱　(１９３０)　平成28年3月期　決算短信

14



北陸電気工事㈱　(１９３０)　平成28年3月期　決算短信

15



北陸電気工事㈱　(１９３０)　平成28年3月期　決算短信

16



北陸電気工事㈱　(１９３０)　平成28年3月期　決算短信

17



北陸電気工事㈱　(１９３０)　平成28年3月期　決算短信

18



北陸電気工事㈱　(１９３０)　平成28年3月期　決算短信

19



北陸電気工事㈱　(１９３０)　平成28年3月期　決算短信

20



７．その他

（１）受注高・売上高・次期繰越高（個別業績）

①受注高

金額 構成比 金額 構成比 金額 率
(百万円) (％) (百万円) (％) (百万円) (％)

28,931 63.2 29,736 62.1 805 2.8
10,187 22.3 10,908 22.8 721 7.1
6,650 14.5 7,205 15.1 555 8.3

45,768 100.0 47,850 100.0 2,082 4.5

②売上高

金額 構成比 金額 構成比 金額 率
(百万円) (％) (百万円) (％) (百万円) (％)

25,504 59.1 27,967 61.4 2,463 9.7
10,320 23.9 10,551 23.2 231 2.2
6,104 14.2 5,942 13.0 △ 162 △ 2.7

41,928 97.2 44,461 97.6 2,532 6.0
1,189 2.8 1,078 2.4 △ 111 △ 9.4

43,118 100.0 45,539 100.0 2,421 5.6

③次期繰越高

金額 構成比 金額 構成比 金額 率
(百万円) (％) (百万円) (％) (百万円) (％)

16,251 76.6 18,020 73.3 1,768 10.9
2,458 11.6 2,815 11.4 357 14.5
2,504 11.8 3,767 15.3 1,263 50.5

21,214 100.0 24,603 100.0 3,389 16.0

④得意先別受注高・完成工事高

金額 構成比 金額 構成比
(百万円) (％) (百万円) (％)

16,404 34.3 14,840 33.4
31,446 65.7 29,620 66.6
47,850 100.0 44,461 100.0

⑤次期(平成29年3月期)の得意先別受注高・完成工事高

金額 構成比 金額 構成比
(百万円) (％) (百万円) (％)

17,000 35.4 16,000 35.0
31,000 64.6 29,700 65.0
48,000 100.0 45,700 100.0

一 般 得 意 先

計

受注高 完成工事高

北 陸 電 力 ㈱

北 陸 電 力 ㈱
一 般 得 意 先

計

計

内 線 ・ 空 調 管 工 事
配 電 線 工 事
そ の 他 工 事

配 電 線 工 事
そ の 他 工 事

そ の 他 工 事
計

内 線 ・ 空 調 管 工 事

増減
前事業年度

(自 平成26年４月１日

(自 平成26年４月１日

当事業年度

当事業年度

当事業年度

増減

増減

前事業年度

兼 業 事 業
合 計

計

  至 平成28年３月31日)

内 線 ・ 空 調 管 工 事
配 電 線 工 事

受注高 完成工事高

(自 平成27年４月１日

(平成27年３月31日) (平成28年３月31日)

(自 平成27年４月１日
前事業年度

  至 平成27年３月31日)   至 平成28年３月31日)

  至 平成27年３月31日)
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（２）役員の異動（平成28年６月29日付）

　①新任候補者
新役職 現役職

浦田
うらた

　敏明
としあき

取締役　空調管工事部長 執行役員　空調管工事部長

鈴木
すずき

　正道
まさみち

社外取締役 北陸保証サービス株式会社　代表取締役社長

渡辺
わたなべ

　伸子
のぶこ

社外取締役 神田法律事務所　弁護士

加藤
かとう

　高明
たかあき

常勤監査役 北陸電力株式会社　監査役室長

宮本
みやもと

　雅憲
まさのり

社外監査役
株式会社ホクタテ　会長　兼　立山国際ホテル
株式会社　取締役会長　兼　北陸電気工業株式
会社　社外監査役

森田
もりた

　由樹子
ゆきこ

社外監査役 株式会社エコロの森　代表取締役社長

※社外取締役候補者の鈴木正道および渡辺伸子、ならびに社外監査役候補者の宮本雅憲

　および森田由樹子の４氏は、東京証券取引所の規則に定める独立役員として届け出る

　予定であります。

　②退任予定者

羽黒
はぐろ

　敏雄
としお

（現役職　社外取締役）

辻
つじ

　　正三
しょうそう

（現役職　取締役　配電部長）

本江
ほんごう

　博
ひろし

直
なお

（現役職　取締役　高岡支店長）

富田
とみた

　文男
ふみお

（現役職　常勤監査役）

高林
たかばやし

　幸裕
ゆきひろ

（現役職　社外監査役）

松本
まつもと

　雅登
まさと

（現役職　社外監査役）

　※その他の現役員は重任予定であります。

以上
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